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要旨 : 

当社水島製鉄所の第 3 連鋳機は世界最初の大断面ブルームとビームブランクの兼用機では

昭和 48 年 10 月稼動以来，順調な操業を続けている。ビームブランクの連続鋳造ではその

形状の複雑さから各種欠陥が発生しやすいが冷却条件の改善，最適パウダーの選択および

設備管理の強化などにより，現在ではほぼ全量無手入れで次工程へ発送している。また鋳

片支持方式と凝固シェル内の応力分布状態を検討し，ビームブランクのフランジ部の変形

を防止するような鋳片支持条件を採用することにより鋳片品質を損うことなく鋳造速度の

増大が可能となった。ビームブランクの操業実績は，(1) 鋳造時間率：90.6％, (2) ブレイク

アウト発生率：0.02％, (3) 良片歩溜り：99.6％, (4) 無手入れ率：99％以上等安定した結果

を得ている。 

 

Synopsis : 
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